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昭和461F･皮35･同利JT]研究においては.人桝の取付と動
作について,非対称性運動の悪衣な検討し,その前段脚

(もしそういえるなら)としての詔F<研一般における同

迅動の実状な探索する手がかりを求めた (木年報那2iyuq

51-52頁)｡本年度は,主として事由のニホソザル郡に

ついて調査したが,個体識別をする余裕がなかったた

め,8ミI)映両校形をおこなった｡汽料は現在解析中で

あるが,できうれば来年度にも質料を増やし,それとま

とめて苑安したい.

今回の調査においても,節両所について左右非対称性

迎動をついに祝祭できなかった｡このことは,堺市筋を

左右非対称的に動かす飢極的悪虫がユホソザルにないこ

とによるのだとも考えられるが,納得できる証拠ないま

だ見つけることができないでいる｡

手に関しては,燕約左右非対称性迎動が基調となって

いるといってもよいが.それをただちに人桝における利

き手と同質のものと結びつけることは危険であろうoltJ.

ルの利き手については,これまでいくつかの報岱がある

が,その点で再換討すべきであろう｡姿勢とか,手のそ

の時における位位にしたがって,たまたま用いよい手を

使うものと考えることもできる｡ニホソザルにおいては,

左右の分化を必要とするまでには,高庇のmanipulation

はいまだ成立していないのかもしれない｡

サルの肉食行動と道具使用との関連につ

いて

ロ硫 幸雄 (東大 ･理)

サルの肉食行動および道具使用について,従来,様々

な野外調査や実験室等における祝祭例が報告されている

(霊長析研究所年執 Vol.2,p.56-57)0

しかし,サルの肉食と道具使用との関連については,

いまだ報LlJt･されていない｡三拝老らは,この間題は入所進

化の帆点から興味あると考え,宍陵墓でサルを使ってこ

れらの行動の凹迎性な悦?:ミできないか,を突放目的とし

た.
まず那一段附として.サルの肉食の可惰性を江F<研の
サル (チソバソジー ･オマキザル･べニガオザル)に,

肉 (ト1)の骨付き肉)な与えて祝祭した｡そのtl.:黙.オ

マキザルとべニガオザルの2和で,かなりな窄ま皮肉な負

うことが祝祭できた (46年fB:詔F<研共同利FT]m･究)0

卯二段階は,サルの手のマニti'>レ-シzlソの群庇

杏,肉食行動時において祝祭することを目的とした く47

年度盟F<研共同利m研究)｡

これは物を扱う時の-1･･の〆t)ヅブ･′!クーソの爪的-
Tt的の分析な主限に.オマキザルとべユガオザルの2相

のサルに.郁々の大きさの骨付き肉なJJ'･え,そのlTt食岬
の=T･･の動きな 16mmツネカメラで杭膨 した｡現在,こ

のフィルムを生理･分析tlである｡

霊長類における上顎骨の成長抑制に関す

る実験的研究1)

伊藤 学而 (-Af北大 ･佃)

はじめに

上顎骨の過成F<にもどづく不正頃合の治坑モ法を松村す

るために,氾合似列糊のサル(M.irus)上yl骨に機械力

を加え.跡而現記の成F<究化と嘆介の変化とな迎統的に

追跡 ･枕烈することな口約んだ.そのためn71和47咋皮は

突放に位TT]する3mそれぞれについて,抑mGカnrmの

上gl骨の偶成r<な帆烈氾幻した｡

観察方法

サルの5171部X線規格写rtな2カjl間隔で以形した｡ltd
形刀向は側JJ･軸比 ･斜位 (左右)･前校の5プ)-向とし,

上顎骨の成r<な耶桝する位のため,琉記冠に3m,抑･Fl･

に1個,上gjl竹に2帆 下顎骨に2仰の金屈伏なtT込ん

だ｡
また,攻令の文化な見るために.上下Trif抑tlの印象な

採得し.石･TF校迅な作杏里した｡

所 見

前頭志田を?桝叫こして企抗鋲の軌跡により上顎骨の動
きを見ると.6カF]関に上下,左右.7m枚に成長しつ

つ,前下プ)-へ転位し,その方向は前田玉田にほぼ虹PJ
で,これから離れる力向であった.一九 規骨は上TTI骨

と上顎琉骨縫合で結合しているにもかかわらず,この間

に下後方-転位し,上顎骨との問にずれが認められた.

上顎骨内における僻列の動きを見ると,この6カ月間

に上顎の節一大白鉛が前山し校合位に迅したが,その軌

跡は上顎骨の転位プ)一向より前プ)-成分が件かに少なく,従

って前出しながらtLYiかに脚婚性に遠心へ移動したことが

うかがわれた｡これに反して前僻では,上顎骨の転位プJ'

向より前方成分が大きく,前出しながら歯槽性に近心-

移動し,さらに屈側への怖斜も増大する怖向を示した.

〔この研究は昭和48咋庇に引き継がれ,上gl骨に持班

的な拭拭力む作mさせ.成F<がどのように焚化してゆく

か祝祭する予定である｡〕

1)糠塀誼紙 (51!北大 ･佃)との共同研究.
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